
共催 大阪市立大学医学部医師会、大阪市立大学医学部附属病院
阿倍野区医師会、住之江区医師会、住吉区医師会、西成区医師会
東住吉区医師会、平野区医師会、田辺三菱製薬株式会社

問合せ先 ： 大阪市立大学医学部庶務課 佐々木
０６－６６４５－２７１１ （ ダイヤルイン ）

第８回
大阪市大における医療連携
『Face-To-Faceの会』

市大病院はもっと身近にあります！

日時 平成２０年11月15日(土) 午後３時～５時
会場 大阪市立大学医学部学舎６階 中講義室

Smile/Service/Science・・・笑顔の大学病院を目指す本院のスローガンです

（話題提供）胃炎・胃潰瘍治療剤「ガストローム」について
田辺三菱製薬株式会社

総合司会 消化器内科 教授 荒川 哲男 先生

症例呈示 市大病院の注目いただきたい取り組み、症例をご紹介

座 長 肝胆膵内科 教授 河田 則文 先生

◇「外来化学療法における地域連携の取組み」
乳腺・内分泌外科 講師 高島 勉 先生

◇「外来診療で遭遇する先天性形成異常疾患」
形成外科 病院講師 若見 暁樹 先生

ミニレクチャー 市大病院で行っている最先端医療等をご紹介

座 長 総合診療センター 教授 廣橋 一裕 先生

◇「みえてきた疲労に陥るメカニズムと診断・対処法」
疲労クリニカルセンター 客員教授 倉恒 弘彦 先生

情報提供コーナー ホットな！ 市大の耳より情報をお届けします。
◇「市大病院における外来がん化学療法の現状」

化学療法センター 副センター長 工藤 新三 先生
◇「肝疾患連携拠点病院」

肝胆膵内科 教授 河田 則文 先生

本会は、大阪府医師会生涯研修システムに該当する研修(５単位)として認定されております。
「生涯研修チケット」を忘れずにご参加くださいますよう、お願いいたします。
研究会終了後に情報交換の場を用意しております。
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